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第１章 基本計画の位置づけ 

１. 計画策定の趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 上位計画及び関連計画の関係 
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第２章 （仮称）こどもセンターの基本計画 

１. 児童相談所設置の背景 

(１) 本市児童虐待相談対応件数の増加 

 

  

 
     
     
     
     

 

(２) 大阪府との分担・連携のしくみにおける課題 
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(３) 中核市・特別区における児童相談所設置の流れ 
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２. （仮称）こどもセンターの基本方針 

(１) （仮称）こどもセンター設置の目的 
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  

 

  
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(２) （仮称）こどもセンターのコンセプト 
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(３) 令和４年改正児童福祉法を踏まえた検討 
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３. （仮称）こどもセンターの導入機能 
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(１) 児童相談所 
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(２) こども家庭センター 

 

  

  

 
 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 配偶者暴力相談支援センター・教育センター 
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(４) 子どもの居場所機能 

 

 

 

(５) 子育て支援広場 

 

 

 

 

(６) 多目的広場 
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  

 

  
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(７) カフェコーナー 
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４. （仮称）こどもセンターの施設整備計画 

(１) （仮称）こどもセンターの施設整備方針 
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  

  

 

 

 

(ⅰ) 

 

 

 

 

(ⅱ) 

 

 

 

(２) 相談支援エリア（相談機能）、居場所・ふれあいエリアの整備方針 
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(３) つながりエリアの整備方針 
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(４) 相談支援エリア（一時保護所）の整備方針 
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第３章 新四条図書館の基本計画 

１. 新四条図書館整備の検討経緯 

(１) 四条図書館の現状 

 

 

 

  

 

(２) 利用状況 
  

  

 

永和 花園 四条 石切 大蓮

蔵書件数 169,592 375,768 154,616 20,858 111,720 31,894 864,448

移動

図書館
計

図書館 分室
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357,461
308,705

246,444 245,375
278,360
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永和貸出件数 花園貸出件数 四条貸出件数
永和基準年比 花園基準年比 四条基準年比

(冊)
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≪一般書≫

総記 哲学 歴史地理 社会科学 自然科学 技術 産業 芸術 言語 文学 雑誌 ＡＶ資料 郷土行政 郷土作家 合計

永和図書館 5,681 19,895 21,895 33,138 26,244 43,493 8,070 41,295 4,916 180,272 18,819 16,967 380 81 421,146

％ 1.3 4.7 5.2 7.9 6.2 10.3 1.9 9.8 1.2 42.8 4.5 4.0 0.1 0.0 100

花園図書館 3,930 13,251 21,479 24,040 21,784 39,735 8,919 29,910 2,772 147,847 21,695 16,426 151 15 351,954

％ 1.1 3.8 6.1 6.8 6.2 11.3 2.5 8.5 0.8 42.0 6.2 4.7 0.0 0.0 100

四条図書館 2,053 8,373 12,166 13,526 12,329 20,282 4,193 16,459 1,924 75,470 10,952 14,591 141 153 192,612

％ 1.1 4.3 6.3 7.0 6.4 10.5 2.2 8.5 1.0 39.2 5.7 7.6 0.1 0.1 100

石切分室 369 1,977 1,966 2,621 2,450 6,655 924 4,553 358 18,403 2,512 736 49 16 43,589

％ 0.8 4.5 4.5 6.0 5.6 15.3 2.1 10.4 0.8 42.2 5.8 1.7 0.1 0.0 100

大蓮分室 549 2,588 3,683 4,458 4,316 9,906 2,006 10,487 596 33,369 5,963 831 4 1 78,757

％ 0.7 3.3 4.7 5.7 5.5 12.6 2.5 13.3 0.8 42.4 7.6 1.1 0.0 0.0 100

移動図書館 641 2,538 2,766 4,152 4,887 12,445 1,633 10,537 350 35,723 4,833 475 6 1 80,987

％ 0.8 3.1 3.4 5.1 6.0 15.4 2.0 13.0 0.4 44.1 6.0 0.6 0.0 0.0 100

≪児童書≫

総記 哲学 歴史地理 社会科学 自然科学 技術 産業 芸術 言語 文学 絵本 合計

永和図書館 1,734 3,426 8,733 4,972 17,315 5,785 1,978 41,720 2,406 38,073 84,346 210,488

％ 0.8 1.6 4.1 2.4 8.2 2.7 0.9 19.8 1.1 18.1 40.1 100

花園図書館 1,090 3,579 8,314 3,611 16,528 6,277 1,144 25,121 2,395 38,180 74,131 180,370

％ 0.6 2.0 4.6 2.0 9.2 3.5 0.6 13.9 1.3 21.2 41.1 100

四条図書館 580 1,328 3,636 1,754 7,173 2,721 499 14,579 1,039 13,455 38,984 85,748

％ 0.7 1.5 4.2 2.0 8.4 3.2 0.6 17.0 1.2 15.7 45.5 100

石切分室 123 342 1,039 532 1,977 708 153 7,370 281 4,107 11,203 27,835

％ 0.4 1.2 3.7 1.9 7.1 2.5 0.5 26.5 1.0 14.8 40.2 100

大蓮分室 299 768 2,197 891 3,984 1,250 305 16,084 537 7,390 20,138 53,843

％ 0.6 1.4 4.1 1.7 7.4 2.3 0.6 29.9 1.0 13.7 37.4 100

移動図書館 630 749 1,446 1,199 3,589 1,342 274 18,709 603 7,470 25,003 61,014

％ 1.0 1.2 2.4 2.0 5.9 2.2 0.4 30.7 1.0 12.2 41.0 100
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２. 第二次東大阪市立図書館基本構想における位置づけ等 

(１) これからの市立図書館の方向性とコンセプト 
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(２) 新四条図書館のサービス方針 

  

 

 

  

 

 

 

  



２９ 

 

  

 

  

 

   

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 
 

 

  



３０ 

 

３. 新四条図書館の基本方針 

(１) 基本理念 

 

 

 

(２) 整備基本方針 
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(３) 整備する主な諸室等 
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４. 新四条図書館の施設整備計画 

(１) 蔵書計画等 

  

  

  
 

  

 

 

  

 

 

  

構成比 構成比

蔵書数計 154,616 冊 約 80,000 冊

一般書 94,043 冊 61% 約 37,000 冊 46%

児童書 46,764 冊 30% 約 30,000 冊 38%

雑誌等 13,809 冊 9% 約 13,000 冊 16%

現状 新四条図書館（収蔵能力）

冊数 冊数

構成比 構成比

開架 約 48,000 冊 32% 約 55,000 冊 69%

閉架 約 102,000 冊 68% 約 25,000 冊 31%

現状 新四条図書館

冊数 冊数
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(２) 機能配置 

 

  

 

 1㎡あたり冊数 貸出係数

蔵書冊数 80,000 冊

開架冊数 55,000 冊 490 ㎡

一般書 30,000 冊 216 冊/㎡ ※1 0.8 222 ㎡

児童書 20,000 冊 129 冊/㎡ ※2 0.8 248 ㎡

雑誌等 5,000 冊 400 冊/㎡ 0.8 20 ㎡

閉架冊数 25,000 冊 650 冊/㎡ 1 48 ㎡

冊数 通路等余裕度

2

2

2

1.25

想定面積

エントランス

プレイエリア

カウンター

ブラウジングエリア
（雑誌・新聞コーナー・
ドリンクスペース）

静寂
読書室

・書架エリア（子ども）

・閲覧エリア（子ども）

・書架エリア（一般）

・閲覧エリア（一般）

閉架
書庫

作業室等

事務室

学習室

グループスペース

学習エリア

予約本
置場

検索端
末台

カウンター
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(３) 諸室・設備の整備方針 
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第４章 （仮称）こどもセンター･図書館複合施設 施設整備方針 

１. 施設コンセプト 
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２. 相乗効果と新たな価値を生み出す方向性 
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児童相談所・
こども家庭センター 図書館

子育て支援広場
一時保護所

教育センター
DV相談室

子どもの
居場所機能

多目的広場

すべての機能が相互につながって生み出すプラスαの価値

相互連携により相乗効果とプラスαの価値
を生み出します。

（仮称）こどもセンター・図書館複合施設機能連携図

子どもの権利を尊重・実現し、
みんなでこどもたちを育てるまちづくりを
めざす、
子どもファーストの思いを具現化する施
設として

児童相談所を核にした子どもを支える拠点 図書館

すべての機能がその役割を発揮し、すべての機能が相互につながって、子どもを中心においたまちづくりのはじまりの
場所、チャレンジの場所、また帰ってくる場所となる。

すべての機能の相互連携により生まれるプラスαの価値・・・・子ども・大人・子どもにかかわる人 みんなが来
た時より少し笑顔になって帰れるところ

★すべての子どもたちが ～特に支えが必要な子どもたちが安心して ～一人一人に応じて利用できる
★ここに来れば困りごとの助けになるヒントがわかる ～様々な相談機能がつながりあって一人一人を確かに支える
★ていねいな相談から、新しい楽しい学びや体験まで、自分に合ったモノ・コト・ヒトと出会える・見つかる
★子ども自身が参加できるだけでなく、まちのみんなも自分にあった方法でまちづくりに参加できる
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３. 建設予定地 
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４. 施設整備計画 

(１) 施設規模 

 

 

(２) 敷地利用計画 
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(３) フロア構成 

 

 

  

 

 

(４) 環境への配慮 
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(５) 工事期間中の周辺への配慮 
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第５章 事業手法 

１. 施設の整備手法 
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２. 施設の管理運営方針 
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第６章 概算事業費 

１. 施設整備費 

 

 

２. 国の補助制度等の活用 
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第７章 事業スケジュール 
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第８章 今後の検討課題等 

児童相談所等整備についての検討課題 

(１) 本市の新しい子ども家庭支援体制の検討 

 

 

(２) 職員の確保・育成 

 

(３) 大阪府との協議 

 

 

(４) 子どもの権利の尊重・実現のための取り組み 

 

 

 

(５) 適切な事業費や事業スケジュールの確保 

 


